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織　　　　目

便所の落し口や汲取口に完全な蓋をしておいても姐

が発生し,成虫の侵入径路が臭気抜きにあるのではな

いかと考えさせられる場合がしばしばあるが,臭気抜

きから果してどのような種類の-ェ類がどれ程侵入す

るものであるかについては,外国では勿論,わが国で

も全く調査された報告がない.われわれはこのことを

明らかにするために臭気抜きに,サランスクリーン製

或いは人絹ジョゼット製のトラップを仕掛けて定期的

にこれに入る-エ類を採集し,同時に採集された雌成

虫の卵または幼虫保有状況をも調べて興味ある二,三

の知見を得たのでここに報告する.

実　験　方　法

便所の臭気抜きの上端からトラップを倒さに挿入し

て,便所内へ侵入しようとする-ェ類を採集しようと

計画した.実験に使った臭気披きは何れも内径IQcm

のセメントパイプで,トラップは鉄線でパイプの内壁

に完全に合うように枠をっくり,これに20メッシュの

サランスクリーン或いは人絹ジョゼット布で,普通の

魚肉金紙トラップと同型のトラップをっくりつけて径

約10cm,長さ約18cmのものとした.これをパイプの

上端から倒さに挿入し, 3　　日或いは約10日毎にと

りはずし,別に用意した同型のトラツブを代りに挿入

するか, -ェ類をクロロホルムで殺してとりだしてか

ら元の位置に挿入しておいた.

実験は山口県厚狭保健所と長崎市高尾町の一住宅と

で行なったが,実験期間,トラップの挿入した位置と

その場所の明るさその他色々異なった条件下で行なっ

たので, ?利こ各実験毎(トラツブ番号と年代で区別す

る)の採集方法を略記する.厚狭保健所での実験は,

当時所長であった谷川が,また,長崎市内での実験は

大森が担当した.

トラツブNo.l, 1957は厚狭保健所の三槽式の職員

便所の臭気抜きに仕掛けたサランスクl)ーン製のトラ

ツブである.この臭気抜きは保健所の北側の壁際に立

てられ,高さは280cmで,その基部は直角に曲って欝

1槽の便器の側面に開口している.即ち第1槽の臭気

を抜くように造られている.この一兵気抜きの上端には

傘も回転装置もないので挿入したトラップのロート部

は明るいが,風雨に直接曝される状態にあつた.この

トラップでの採集は1957年の9月初めから12月終りま

で行なった.

トラップNo. 1, 1958は同じ便所で全く同様の方法

で繰返して行なつた実験に使用したが, 1958年の実験

は1月初めから12月終りまで継続して行なった.

トラップNo. 3, 1957は同保健所の外来患者用便所

の臭気抜きに仕掛けたー　この便所も3槽式であるが欝

1槽には落し口が2ケあり各便器のロート部の側壁か

ら導管が出て臭気抜きの基部に連結されているので,

この場合にも帝1槽の臭気を披くようになっている.

臭気抜きは1957年には下部約2Qcmの所で折れていた

ので,このような短かい状態のまーゝ,その中へトラップ

を挿入して∈)月から12月まで採集を行なった.
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トラツブNo｡ 3, 1958は195冒と同じ便所の臭気抜き

の同一部位に装置したが,本年は短かい折れ口を平に

して,その上に新しいパイプを継ぎ足して全長を約

280cmとし,止端には何らの覆も施さなかった.新旧

の連結部はプ1)キ板で巻き,このバンドを上げて上の

パイプをずらすことによって,下のパィプの切り口内

へトラップを挿入または取り出すことができるよう

にしておいた.実験ほ9月から12月まで行なつたが,

その間トラップは常に下から約2Qcmの所へ挿入して

あったので,継ぎ足したパイプの上端は開放されてい

ても,トラップの挿入部は上端から約260cmの所にあ

ってかなりに暗黒であったと考えてもよい｡

トラップNo｡ 4, 1958は住宅の二槽式便池の第二槽

から立てられた約370cmのパィプの上端に挿入したの

であるが,この臭気抜きには回転装置が付けられてい

たのでトラップの取り換えはこの装置を外して行なっ

た●従ってトラップの挿入部はかなり薄暗かったもの

と考えられる.この回転装置はあまりよくは回転しな

かったが,普通の風が吹く時には回転していた｡

実　験　成　績

実験期間がまちまちであるので5回の全実験が比較

できる9月から12月までの採集結果を真にまとめると

第i表のようになる.実験前の予想に反して実に多種

類の-エ類が臭気抜きから侵入すること,年により,

臭気抜きによって採集された種類数及び個体数が著し

く異なること及び回転装置の付いてovた臭気抜きでは

種類や個体数が少なく,特異的であることなど興味の

あることがわかった.最後の長崎市内でのものを除い

て厚狭保健所の4回の実験を比較すると, 1958年既に

は採集個体数がかなり或いは非常に多いが,これは

1958年度には-エの発4-ーが特に多かったと考えこられ

たことによったものと思われる.

欝l表を通覧すると, -エ類が便池への侵入門戸と

して臭気抜きを利用する仕方には色々な程度のあるこ

とが親われる｡センチニク}v.エやオオクロバエはどの

トラップでも採集される常侵入者で(A-オクワノ).エは

後で述べるように新しい糞便により多く誘引されるよ

うに思われるが)個体数も前者が最も多く後者がこれ

に次いでいて,夫々第1表の全侵入個イ本数の50.2%及

び31.6%で, 2者の合計は実に81.8%を占めている.

これに次いで5回の実験中4回まで採集されたチヤ,).

ネヒメタps-エやクー1ツヤ-ナバエ等は個体数は極め

て少ないが臭気抜きをよく利用する種類というべきで

あろう. 3回採集されたものにイエバエとヒロズキン

.光｡エがあるがこれらは何れもトラップが明るev場合に

だけ採集ざれている点で特異的であるが,それにして

もイエ.).エが臭気抜きからこのように侵入し,しかも

多数に成熟卵を保有していて産卵のために侵入したと

思われることは予想しなかった所である.イエバェは

一般に便所へは侵入しないと考えられており,福田

(1955)の便所の姐を培養した成績でもイエ･)ャエは殆

んど全く羽化してこなかったことなどを考えると,令

後は充分注意して観察を続けなければならないことの

ように思われる.

その他の多くのものは侵入回数も個体数も少なく,

恐らくその時々の臭気に誘引されて或いは偶然に誘引

圏内に飛び込んだものが侵入した,きまぐれな侵入者

と考えてもよいのではないかと思われる｡然し,こゝ

に極めて興味のあることはケブカクーっ))ャエの侵入数が

極めて少なく,特にトラツー7｡No. 1での1958年の採集

では1個体も侵入していないことである.本種は便池

ではオオクロバエと同様或いはそれ以上に多発する梓

類であるのに臭気抜きからは,その出盛期においてす

ら殆んど侵入していない.分類学的に近似するこの両

種が臭気抜きから侵入するという点におovて!エIー二態学的

にこのように著しく異なることは注目に値することで

eャー),ー光ニ'.

臭気抜きから侵入するハエ数の性比及び保卵(幼虫)

状況について:

雄の侵入は,チャ･).ネヒメクロ･)nエとセンチニク,),

エ各l個体ずっだけであってその他は悉く雌であり,

これらの雌はかなり高率に卵(または幼虫)を持って

いたことから臭気抜きから侵入するのは止唯が産卵する

ためであると考えてよいように思われる.保卵(また

は幼虫)状況が種類により,トラップによってかなり

著しく異なっているが,実際には厚狭保健所でのサラ

ンスグリーンのトラップでの採集ではトラップ内に産

卵された卵塊や幼虫の塊が非常にしばしば発見された

が,果してどの雌が産下したものかがわからないので

表から除外してある｡従って実際の保卵(幼虫)数は

表の数字よりも非常に多くなるのであるが,それにし

ても全く卵または幼虫を保有しなev此住も侵入している

ことは便を摂食するために侵入するJ重;ー合もあるのでは

ないかとも考えられ,雄が殆んど侵入しないことから

便が卵または幼虫の発育に必要な栄養の--一部に利用さ
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Table 1 Numbers of female flies and mosquitoes collected by the traps set

into the ventilator pipes of privies, during from September to December

光＼光光

Trap No.　　　　　　　　　　　　　　　声　T｡tal

＼Nos. 早 & gravid亭)
＼--｢ー))

Species＼--　　ー一ー　＼
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% Noー
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0. mgra
Fannia scalaris

F. sp.
Musca domesttea vicina
Muscma stabulans

Mus. angustijヶonr

Calliphora lata
C. grahami

Tricerat碑yga
ca l hphoro ides

Lucilia sericata

L. illustris

L. caesar

Herm抄relha ligurnens

Ghrysomya pinguis

Ch. megacephala

Sarcophaga peregrina

S. septentrionalis
S. albiceps
S. similis

Ptecticus tenebnfer

Total Noー　flies

% No. gravid flies

Armiseres subィalbatus

% No. gravid mosquitoes
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Remarks: The number ｡f合is shown in parentheses

れるのではないかとも考えられるが,これらのことに

ついて結論を下す前に,調査間隔を短かくし,卵や姐

が通らないようなトラップで採集して保卵状況を精細

に調べてみる必要がある.然し止唯のみが侵入し,卵や

幼虫を保有するものが非常に多いことは先ず産卵のた

めだと考えてもさしつかえないように思われる.

オオクロャプカの侵入について:

第1表からわかるように長崎市内の住宅の臭気抜き

へ仕掛けたトラップにだけオオクロヤプカが侵入して

いる.この臭気抜きは既述したように二槽式便所の第

二槽,即ちかなり腐熟し液化したものと尚新しい糞便

のおし出されたものとが混じている槽から立てられて

おり,上端には回転装置が付けられてevた.

これらの点では厚狭保健所での実験とは著しく条件

が異なっていたわけであるが,こゝから発牲する臭気

がオオクロヤプカを誘引したものと考えねばならな

い.一般にェオオクロヤプカは水の潜入する或いは農家

や学校の大きな便池で雨水や洗濯水で薄められたり,

充分液化した部分に多発することは周知のことである

が,このような槽から臭気抜きが立てられるとオオク

ロヤプ力も侵入することが初めて証明されたことは興

味のあることである.この場合にも雌のみであって,

殆んどすベてのをのが成熟卵を持っていたことは明ら

かに産卵のために侵入したものと考え得る.

長期の観察成績:

一年を通じて観察した厚狭保健所でのトラップNo.
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1,1958の成績及び7月から12月まで採集を行なつた

長胎での成績の詳細を示すと第2及び節3表の通りで

:深ー二光ーーニ光.

第2表についてみると,センチニク)).エが断然多

く,次いでオオイエバエ,ヒロズキンバエの順となり,

夫々全採集数の45.4,19.9及び15.3%を占め,3種の合

計は80.6%となつている.その他の種類は個体数は少

ないが,このトラップではクロバエ科とニクバェ利に

属する-ェ類が多く八つていることは特徴の一つであ

る.侵入数を季節的にみると大体においては,魚肉金

網トラツブで採4:一一fエエされるょよ深-合と近似しているが突ヲさ

的,一時的に多く侵入するもの或いは全く偶発的に

侵入したとー忠ぅわれるようなものもある｡イエバエは

後者の好例であるように思われる｡表から明らかなよ

うに,2月(初め)から12月終りまで採集されてお

り,2月にはオオクロバェやオオイエバェが少数では

あるが成熟卵をもつたものが侵入していることは注意

を要することである.然し,臭気抜きから大量に-ェ

転が侵入するのは7月から12月の間で6月まではその数

が少ない.臭気抜きからヶブカクロバ光エはあまり侵入

しないことを既に述べたが,このトラップでは1個体

も採集されていないことは興味がある.この実験では

雄はセンチニクバエがたゞ1個体採集できただけで他

は悉く止唯であるがッその保卵(幼虫)率はJJ]により杵

光重深)ェン日光によつて著しい差がみられる｡クロバエ科やニク,)ャ
エ科のものがその率が稍低いようにもみえ,気弧の高

い時期に低いようにもみえるが,既に述べたようにト

ラップ内で産下され記載できなかつた卵や幼虫が多数

にあるので,これらのことについては今は正確を期し

難い.第3表は二槽式便池の第2槽から立てられ上端

に回転装置を施した臭気抜きで7月から12月まで採集

した成績であるが,このトラップでは全体に種類数も

個体数も著しく少なく,センチニクバエは依然1位で

あるがオオクロバエが非常に少なく,イエバエや上記

2種を除いたクロバェ科,ニクバエ科のものが全く侵

入していないことと,逆にオオクロヤプカが入つてい

ることなどが特徴である.このことは既に言及したよ

うにこの臭気抜きが稍腐熟し液化したものと第1槽か

ら押しL一Lャlされた腐熟しかけたものとの混合物が溜つて

いる槽から立てられていたことと一部は回転'ょ描:のあ

つたことに依るものと考えら/ilる.換言すると,ニトー.と

して新しい生の糞便の発する臭気と一部はトラップの

挿入場所が明るいことによつて,センチニゲバエ以外

のクロ･)ャエ科,ニクバエ科或いはィエ･).エ科のものが

誘引さ.t1るように思われる.

摘　　　　要

1) 1957と1958年に便所の臭気抜きにトラツプを

挿入して,ここから侵入するハエ類と蚊を採集した.

臭気抜きは三槽式便池の第一槽に連結された覆いのな

いものと二槽式便池の第二槽から立てられ上端に回転

装置付きのものとを用い,トラツプはサラン網製と人

絹ジヨゼツト製のものを使用し,挿入部位が上端と

下端,その部位の明るい場合と暗い時など色々異なつ

た条件下で採集を行なつた.

2) 5回の実験を通じて24種のハエ類が採集され

た.そのうちセンチニクバエが断然多く,オオクロバ

エがこれに次いで多く何れの場合にも採集されてい

て,臭気抜きを,便池への侵入門戸として高度に利用

している種類であるといえる.次に侵入数は少ない

が,チヤバネヒメクロバエとクロツヤハナバエは5回

中4回採集され,臭気抜きをかなりよく利用するもの

と考えられる.ヒロズキンバエとイエバエは5回中3

回侵入しており,前者はその数が多く,後者は僅少で

あるが,共にトラツプの挿入部が明るい時にのみ侵入

するようにみえる.その他の種類は5回中1回または

2回侵入していて,その数はかなり或いは極めて少な

い.

3)イエバエは上述のように,その数は僅かではあ

るがトラツプの挿入部位が明るい時に限り採集されて

おり,保卵率が非常に高いので,産卵のために侵入し

たものと考えられる.然し便池が暗黒である場合に便

池へ辿り着き得るかどうかについては今後の調査に俟

たねばならない.

4 )二槽式便池の第二槽即ち稍腐熟し液化した部分

と腐熟し始めた糞便とが混在する槽から立てられ,上

端に回転装置の付いた臭気抜きの上端に挿入したトラ

ツプでは採集されたハエの種類が非常に少なく,セン

チニクバエだけはかなりに侵入したがその他は個体数

も少なく,特にオオクロバエが極めて少なく,更に,一

般に液化した或いは水で薄められた便所に多発するオ

オクロヤブカが侵入したことは特異な現象である.こ

の成績と,第一槽に連結された臭気抜きでの成績とを

比較すると,エクバエ科(センチニクバエを除く) ,

クロバエ科及びイエバエ科の多くのものは第一槽から

発する臭気に強く誘引され,特にトラツプの挿入部が

明るい時に多く侵入するように思われる.

5)ケブカクロバエは,便池ではオオクロバエと同

様或いはそれ以上多発する種類であるが,今回の実験

では5回中2回だけ,しかも極めて僅かに採集された
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Table 3　Numbers of female flies and mosquitoes, and gravid females

collected by the trap No. 4 in 1958 during from July to December

Jul.

I,

ー

ーてー))一光ー-ーー一　　　　　　　Mo n ths

＼
･)甲｡｡ 阜and gravid 早
Species

Op砂ra chalcogaster

O. nigra

Fannia scalaris

Calliphora lata

Sarcophaga peregnna

Ptecticus tenebnfer

Total No. flies

Aug.

♀　G

Sept.

♀　G

Oct.

♀iG

8i5

Nov.

ー幸｢一G

Dec.

♀1G

Total

I-

% No.

gravid 早

4　　3

6　　4

% No. gravid flies

Armigeres subalbatus

% No. gravid mosquitoes

1

4

ll

16

1

4

ill

16

100. 0

9　　9

100.0

6

12

5

ll 19

日　t Eー　　印
-

19　17　20

18

1

19

3.5　　　95.0

⊥ヱio｣一P
IOO. 0

18　12　　0

2

0　　2

66.7

7 !　7

7

2

100. 0

100. 0

8

7

8

2

48

s

6

7

9

EE

�"!　　　"�"

7ーーー　■ ()(1

I

3.0

44　42

92.6

62.5

85.7

87.5

100. 0

91.7

100.0

のみで,一年間継続して採集を行なつた1958年のトラ

ツプNo.1では1個体も採集できなかつたことは特記

すべきことであつて,分類学的に近似したこの両種が

生態学的には著しく異なつた習性を示すことは興味の

あることである.

6)一年を通じて採集を行なつた1958年のトラツプ

No.1での成績をみると, 1月を除いて2月から12月

まで採集されており, 2月初めから既に成熟卵を持つ

たオオクロバエやオオイエバエが侵入していることは

注意を要することである.これらのハエ類の季節的な

消長をみると,個体数の少ないものでは明らかではな

いが,大体においては魚肉金網トラツプで採集される

場合のそれとかなりよく平行しているようである.

7)臭気抜きから侵入するハエ類は殆んど悉く雌で

あつて,全実験を通じて採集された雌2463個体に対し

て雄は僅かに2個体に過ぎない.雄は恐らく偶然に迷

入したものであろう.雌成虫の保卵(幼虫)率は,全

体としては52.3%であるが,サラン網で採集した場

合,網内に産下された卵塊や幼虫塊が多数発見されて

いたので,第1義的には産卵のために侵入したものと

考えてよいように思われる.然し,それにしても種類

によりトラツプによつて尚かなりに保卵(幼虫)率に

差があるように思われるが,その意味を明らかにする

ためには,トラツプの交換間隔を短かくして精細な調

査をしてみる必要があろう.
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Summary

To examine how many species and individual flies enter into the privy through the

ventilator pipe, a collection of flies was made by a trap, a little short of 10cm round and

18cm long, made to fit closely to the inner wall of the pipe of 10cm in diameter.　The

trap made of saran screen and rayon cloth was set inversely into the upper or lower (or

cut) opening of the pipe, and was examined for　flies about every ten days.　Experiments

were made with five pipes under different conditions.

Trap No.1 (in 1957) was set into the uncovered top opening of a pipe 280cm high,

which was directly connected at its base to the inside (or the　first) chamber of the three-

chamber-type privy. The privy was for private use for the staff of the Asa Health Center,

in Yamaguchi prefecture. The collection of flies was made from September to December.

Trap No.1 (in 1958) was set into the same pipe in quite the same way as in 1957.

The collection was made covering the entire year from January to December.

Trap No. 2 (in 1957) was set into the uncovered short cut pipe of about 20cm in height

which was also connected with the first chamber of the privy of the same type used for the

out-patients of the Health Center.　The collection was made during from September to

December.

Trap No.3 (in 1958) was set in the same position as No.2. This year, however, on

the short pipe a new long one was put to become　280cm in total height. The joint was

covered with a tin-plate sheet. Shifting the sheet and removing the upper pipe the

examination of the trap for flies was made.

Trap No.4 (in 1958) was set into the top of a pipe, 370cm high, of a dwelling house

in the city of Nagasaki. The trap is considerably shaded because of an air circulator having

been put on this pipe. In this case, the privy was the two-chamber-type and the pipe

was erected from the second (or outside) chamber. The collection was made from July

to December.

The numder of female flies together with a few male and female mosquitoes collected

by these traps from September to December are tabulated in Table 1 for comparison.

The results of the collections made by trap No.1 and No.4 in 1958 during the whole periods

of examinations are given in Tables 2 and 3.

From these tables, the general results of the experiments are summarized as follows:

1) Of the 24 species of flies collected throughout the five experiments, Sarcophaga peregrina
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was the most abundant in entering the traps and Calliphora lata came next, in every case.

The two species appear to be the habitual invaders of privies through the ventilator pipe.

Ophyra chalcogaster and O. nigra entered traps in 4 out of 5 instances showing them to be

frequent visitors through the pipe. Lucilia sericata, in considerable numbers, and Musca

domestica vicina, in small numbers) entered traps in 3 out of 5 instances only when the sites of

traps being inserted were not shaded. The other flies entered traps only once or twice in

small or relatively small numbers.

2) The house fly entered the traps as mentioned above in three instances, although small

in numbers and only in cases of the site of the inserted traps being out of the shade.

Nevertheless, it is uncertain whether the fly can reach the privy if the pipe be quite dark, as in the

Japanese dark privy, the breeding of this fly has been scarcely found.

3) Fly association obtained by trap No.4 which was inserted into the ventilator pipe

erected from the outside chamber containing liquified or liquifying feces differed from those

obtained by the other traps which were connected with the inside chambers containing fresh

feces, in that the members of the Sarcophagidae excepting S. peregrina, Calliphoridae especially

C. lata, and Muscidae were very scanty in the numbers of species and individuals and in

addition a moquito, Armigeres subalbatus entered exclusively into this trap. This suggests that the

order of liquified feces is attractive as yet to S. peregrina and several other flies and exclusively

to Ar. subalbatus and that the air circulator may hinder some fly species which assemble on

feces in light places from entering the trap.

4) Calliphora grahami which was, like C. lata, the habitual breeding fly in privies in

Japan was collected in traps in very small numbers only twice out of five experiments, and

moreover it did not enter trap No.1 in 1958 throughout the year. It is of interest that the

very taxonomically allied species differ in habits of entering the ventilator pipe.

5) Table 2 shows that flies enter the trap covering the months from the beginning of

February through December and that the seasonal distributions of them roughly re emble those

collected by fish baited traps excepting in the case of flies of being very small in number.

6) Of all the flies trapped in these experiments, 2463 in number were female and only 2

were male. The percentages of the gravid female differ with species and traps and in total only

52.3% of the females were found gravid. However, gravidity percentag would have been

higher had the females been examined for gravidity just after their being trapped as many

clusters of unidentified eggs and larvae deposited on the inside of the Saran screen traps were

found on inspections at the long intervals. Thus the above seems to suggest that the female

flies entering traps may have direct bearing on the deposition of eggs or larvae, but the

significance of trap entrance of females having no eggs or larvae is unknown now.
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